
ヒ
ヒ
０
日

京
都
府
次
世
代
等
古
典
芸
能
普
及
促
進
公
演

第
四
‐‐‐十五
回

テ
ア
‐‐―――卜‐
ル
・ノ
ウ
京
都
公
演

能

狂
言

魚
説
教

　

茂
山
七
五
三

仕
舞

松
　
虫

クセ
片
山
九
郎
右
衛
門

´

苓
亀
一ｍ
鰈
一一　
　
　
　
　
　
　
　
，

十

一
月
六
日
（日
）午
後
二
時
始
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於
京
都
観
世
会
館
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令
和
四
年
十

一
月
六
日

（
Ｈ

）
午
後
二
時
始

（
午
後

一
時
開
場
）

於

京
都
観
世
会
館

第
四
十
五
回

テ
ア
ト
ル

・
ノ
ウ
　
京
都
公
演

い
つ
も
テ
ア
ト
ル
・ノ
ウ
を
ご
支
援
ご
高
覧
賜
り
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
度
は
「恋
重
荷
」
を
上
演
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
‐

高
校
生
の
時
に
拝
見
し
た
名
手
の
舞
台
が
強
烈
に
脳
裏
に
焼
き
つ
い
て
い
ま
す
。
「誰
踏
み
初
め
て

恋
の
道

一と
謡
わ
れ
た
そ
の
姿
に
老
い
の
童
心
を
感
じ
、
尉

ｌｒｌｌ
の
頬
が
、
ほ^
ぉ
―
っ
と
赤
ら
む
様
に

見
え
た
の
で
す
こ
ま
た
執
心
の
鬼
と
化
し
た
後
シ
テ
の
近
る
情
念
、．半
切
の
裏
地
が
紅
地
に
見
え
た

の
は
、
日
の
錯
覚
だ
っ
た
の
か
…
老
人
の
秘
め
た
恋
を
表
し
て
る
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

世
阿
弥
が
晩
年
に
至
っ
た
境
地
、
砕
動
の
鬼

．禅
竹
に
対
し
「鬼
」
に
つ
い
て
「
コ
ナ
タ
ノ
流
ニ
ワ
知
ラ

ヌ
事
」
と
し
て
「砕
動
マ
デ
ノ
分
ニ
テ
候
．
力
動
ナ
ン
ド
ワ
他
流
ノ
事
」
と
遠
く
配
流
の
地
、
佐
波
か
ら

答
え
て
い
ま
す
ｃ
「風
姿
花
伝
・物
学
条
々
」
に
、
鬼
は
「殊
更
大
和
の
物
也
、
人
事
也
」
と
プ
ラ
イ
ド
を

持

っ
て
演
じ
て
い
た
レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
、
後
年
「
形
鬼
心
人

（形
は
鬼
な
れ
ど
も
心
は
人
）
」
の
鬼
に

昇
華
し
ま
し
た
＾
「恋
重
荷
」
「砧
」
ま
た
「鴻
」
な
ど
も
そ
う
で
す
。
人
の
情
念
、
怨
念
に
よ
っ
て
心
の

鬼
と
な
る
砕
動
の
鬼
。

内
在
し
た
強
さ
を
秘
め
「葉
守
の
神
と
な
り
て
千
代
の
影
を
守
ら
ん
」
…
怨
み
を
言
い
捨
て
て
、

消
え
去
る
の
で
は
な
く
「ず
う
―
っ
と
見
守
っ
て
お
り
ま
す
ぞ
」
と
い
う
三

種
の
病
的
な
寄
り
添
い

方
で
終
演
す
る
の
が
「恋
重
荷
」
だ
と
思
い
ま
す

梓
に
は
「吉
野
天
人
」
を
勤
め
さ
せ
ま
す
。
観
世
流
の
み
に
伝
わ
る
山
で
、
阻
阿
弥
の
甥
・音
阿
弥
の

Ｌ
男
・信
光
の
作
で
す
。
若
い
シ
テ
に
似
合
う
佳
曲
で
す
．

お
日
だ
る
い
こ
と
と
は
存
じ
ま
す
が
、
ご
高
覧
賜
り
た
く
存
じ
ま
す
。
な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
中
し
上
げ
ま
す
。

テ
ア
ト
ル
・
ノ
ウ
主
宰
　
味
方
　
玄

晟
人
味
方

吉
野
天
人

魚
説
教

狂
言

出
家
茂
山

七
五
三

浅
井

風
矢

橋
本

忠
樹

河
村

和
晃

田
茂
片
廣
道

河
村

和
貴

味
万

　

円

梅
田

嘉
宏

人
江

信
行

女
御
片

山

仲

圧
［

Ⅲ

釧̈‐‥，ｉ‐
味
方
　
　
玄

恋

重

荷

　

人
為

Ｌ

知

登

―‐‐ｌ
　
　
　
従
イ
茂
山

逸
平

終
演
　
午
後
五
時
前

|||

常

松
本

　

薫

松

虫

ク
セ　
　
片
山
九
郎
右
衛
門

地

襦

休

　

憩

ウ
ト

部
の
者
岡

　

　

充

　

人
藪
河
村

凛
太
郎

人
■
別
川

光
範

―，‐‐，

有
松

遠

　

小
藪
吉
阪

倫
平

簡

杉

信
人
朗

‐‐‐
７

茂
山

虎
真

後

人
江

広
祐

味
方

　

玄

地

話

人
鼓
河
村

小
鼓
士
日
臨Ⅸ

味
方
　

回

青
木

道
喜

地

話

後
見

鈴
木

　

実

梅
＝

嘉
宏

分
林

通
治

占
橋

正
邦

人
江

信
行

人

人
鼓
前
川

光
長

郎

綺

杉

　

」中
和

味
方

　

玄

観
Ｌ
流
能
役
者

大
江

広
祐

分
林

道
治

河
村

和
貴

武
田

邦
弘

ほ一ｗ大
Ｔ
巾
心
一冊
＝　
片
山
九
郎
石
御
円

円
茂
井
廣
道

占
橋

正
邦

味

方

　

梓

観
世
流
能
役
者

一九
六
六
年
京
都
に
て
能
楽
師
・味
方
健
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
幼
少

よ
り
父
に
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
一
九
八
六
年
、
片
山
幽
雪
（人
間
国
宝
）
に

内
弟
子
入
門
。
幽
雪
（九
世
九
郎
右
衛
門
）、十
世
九
郎
右
衛
門
に
師
事
。
一九

九
一年
独
立
。
二
〇
〇
一年
「京
都
市
芸
術
新
人
賞
」受
賞
ｃ
二
〇
〇
二
年
Ｋ
Ｂ
Ｓ

京
都
テ
レ
ビ
に
て
能
楽
入
門
番
組
「能
三
味
」
（全
二
十
八
回
）を
監
修
、
出
演
す
る
。

二
〇
〇
三
年
新
作
能
「待
月
」
の
脚
本
を
手
が
け
シ
テ
を
演
じ
る
。
二
〇
〇
四
年

「京
都
府
文
化
賞
奨
励
賞
」受
賞
。
二
〇
〇
六
年
淡
交
社
よ
り
「能
へ
の
い
ざ
な
い
」

を
出
版
。
二
〇
二
年
、重
要
無
形
文
化
財
（総
合
）認
定
。

二
〇
〇
四
年
十
二
月
生
ま
れ
。
味
方
玄
の
三
女
。
二
〇
〇
八
年
二
月
一鞍

馬
天
狗
」
の
花
見
に
て
初
舞
台
。
「船
弁
慶
」
「橋
弁
慶
」
「望
月
」
な
ど
主
な

曲
目
の
子
方
を
、
「鶴
亀
」
「景
清
」
「白
髪
」
の
ツ
レ
を
勤
め
る
。
二
〇
一
五
年

に
「経
正
」
に
て
初
シ
テ
を
勤
め
、
そ
の
後
「狸
々
」
「土
蜘
蛛
」
「菊
慈
童
」
「花

月
」
の
シ
テ
を
勤
め
る
。
二
〇
二
一
年
「
小
鍛
冶
」
に
て
初
面
。
二
〇
二
一
年

よ
り
京
都
能
楽
養
成
会
入
会
。
現
在
高
校
三
年
生
ｃ

入
場

料

【指定席I 正面・̈ 8′ 000円

中正面。脇正面席  __^_
・・・6,000卜 」

2階席正面 1列 目

【自由席】 2階 2列 日以降…4′ 000円

学生席 (2階自由席)… 2′000円

テア トル・ノウ事務局  TEL&FAX 075‐ 213‐ 1774

ホームペー ジか らも

お申込みいただけます

https//theatrenohocorn/

示都観世会館  TEL 075‐ 771‐ 6114

チケット発売日 9月 5日 (月 ) 「みかたくらぶ」先行発売あり

京 都 観 I11会 館 案 内 図 〒6068聾 京都市左京区岡崎円騰 町

“

TeL 075-771-6114

■JR京者F駅から
市バス5番、100番で「京都会館美術館前」下車(乗車時間約30分 )
市地下鉄「烏丸御池」にて地下鉄東西線乗り換え「東ば颯U下車保車時間約2(労♪)

■阪急河原町駅から

市バス31番、46番、201番、203番で「東山仁王門」下車(乗車時間約15分 )

■京阪三条駅から

市バス5番、27番で「京都会館美術館前」下車(乗車時間約フ分)
地下鉄東西線で「東山駅」下車(乗車時間約1分 )

■JR二条駅から
地下鉄東西線で「東山駅」下草(乗車時間約8分 )

■山科・醍醐方面から
地下鉄東西線で「東山駅」下車(乗車時間約9～ 1フ分)

0地下鉄東西線「東山駅」から徒歩約5分
●駐車11易は当会館東隣に有料駐車場(20台程度)がこざいます
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六）
一一　　　　　　饉
　　　
　　
聾　摯チラシ使用写真 『恋重荷』味方 健   ``天 女 ''味方 玄  撮影/金の星渡辺写真場

お
申
込
み 1繁

彗軍.
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